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環境保全委員会 

藤原重利   （工場長） 

新屋明宣   (品証) 

中上倫太郎 （営業） 

藤原隆久  （生産管理、資材） 

高林晶子   （経理） 

安藤潤子  (製造） 

藤川芳樹  （町田工場）   

 

環境管理責任者（正） 

藤原重利（専務取締役） 

経営責任者 三角金蔵 

環境保全委員会 

田中満    （生産管理） 

清水秀男   (品質管理) 

下澤隆史  （第一製造） 

藤懸稔之  （第二製造） 

環境管理責任者（副） 

田中 満（常務取締役） 

 

 1.環境経営方針 

基本方針 

私たちは、地球環境の保全が最重要課題の一つである事を認識し、全ての事業活動において環境問 

題を重点課題とし、環境に配慮した製品及びサービスを提供し環境負荷の低減に努めます。 

行動方針 

（１） 環境経営活動において、製品及びサービスが環境に与える影響を常に認識し、 

環境汚染の防止を推進すると共に環境経営の継続的改善を誓約する。 

（２） 環境関連の法律、規制、その他の要求事項を遵守し、環境保全に努める。 

（３） 全ての部門で業務の効率化と無駄の排除を行い、二酸化炭素排出量、廃棄物、排水量、 

化学物質使用量などの削減及びグリーン購入、調達を努める。 

（４）この方針は文書化し関係従業員に周知徹底すると共に、広く一般に開示します。 

 

2. 環境経営システム組織図      
 

 

      

                                            〔本社〕          〔大桑事業所〕 

    
  
  
   
 

 

（実行部課）各従業員                                                        （実行部課）各従業員 
                             

製
造
部 

 

本
社

 

生
産
管
理
課 

営
業
部 

生
産
管
理
課 

 

品
質
管
理
課 

事務局 大桑：清水(正) 本社：中上（副） 

経
理
部 

第
二
製
造
課 

2/18 

製
造
部 

 

町
田

 

品
質
保
証
課 

第
一
製
造
課 

内部監査員 本社 中上、高橋  

大桑 清水、高橋 

改訂日 2022 年 1 月 2 日 

改訂日 2018 年 1 月 8 日 

制定日 2004 年 10 月 1 日 

代表者  三角金蔵 



3. 事業の概要 

    （１）協和工業株式会社                                                （2）環境経営保全関係の責任者及び担当者連絡先 
                                                 

                                                                    

    

 

     

                                                                

 

 

           

 

 

 

 

（３）事業所の規模及び活動 認証登録                                                               （４）事業内容 

   

 

 

 

 

 

 

 

（５）事業の規模活動規模                                 〔協和工業㈱   全体 〕 

活動規模 単位 2017 年 2018 年 2019 年 2020 年 2021 年 2022 年 

主要製品生産量 t     212.2     217.3   21,947(修正)    21,947（修正）      2,2430        23,755   

従業員数 人 138 人（町田工場含む） 144 人（町田工場含む） 140 人（町田工場含む） 140 人（町田工場含む） 140 人（町田工場含む） 130 人（町田工場含む） 

事業所敷地の面積 ㎡ 15,475 15,475 15,475 15,475 15,475 15,475 

主要製品生産本数 百万本       1,408      1,438      1,440       1,152       1,175       1,245  

 

責任者 専務取締役  （正） 藤原重利   （本      社） 

責任者 常務取締役  （副） 田中 満       （大桑事業所） 

担当者 品質保証部長 （正） 清水秀男     (大桑事業所) 

 ☆連絡先 TEL：0264-55-3511  FAX:0264-55-4117 
 

担当者 営業係長    （副） 中上倫太郎    （本    社） 

 ☆連絡先 TEL：044-988-1462  FAX:044-988-1391 

 

    ☆ホームページ https://www.kyowakogyo.co.jp 

      ☆E-mail   honsya@kyowakogyo.co.jp 

代表取締役 三角金蔵  

本社住所     ： 神奈川県川崎市麻生区下麻生 2-4-15 

町田工場住所  ： 東京都町田市野津田町 280 番地 

大桑事業所住所 ： 長野県木曽郡大桑村殿中尾平 35-35 

   

 

 

 

 

 

1965年 2月 1日設立    現在従業員数    人 (全体) 
 ・本    社   敷地の総面積    900㎡ 、建屋面積    850㎡ 
・大桑事業所   敷地の総面積  13,990㎡ 、建屋面積  3,600㎡ 
・町田工場    敷地の総面積    585㎡ 、建屋面積    579㎡ 

 
認証登録のサイト及び活動 
 上記3社の会社組織にて活動中。2021年より3年計画でEA21環境マネジメントシステムを取り組んで 
  います。 

1. 金属加工部品（車載用部品、産業機器部品等）の製造 

2. 精密シャフト部品の製造 
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 当社については、本社、町田工場、大桑は 2021 年の実績により、3 年計画で目標を掲げて環境活動の取り組みを開始した。 

廃棄物排出量、水の排水量、二酸化炭素排出量、化学物質使用量の実績は以下の通りで有る。 
③二酸化炭素排出量は、原単位と排出量を表示しています。

 

№ 目標項目 主担当部門 責任者 

本 

社 

／ 
町
田
工
場 

① 

廃棄物排出量の削減 
（廃棄物、廃液排出量削減） 

生産管理、資材、品質保証 
営業事務管理、 
経理 製造（本社、町田） 

藤原工場長、中上係長 
新屋係長、藤原係長,
高林部長 
藤川工場長 

② 
水の排水量の削減 
（ムダを無くす） 〃  〃

③ 
二酸化炭素排出量の削減 

（ムダを無くす）

 〃 
 〃 

④ 

化学物質使用量の削減 
（ムダを無くす） 〃 〃 

⑤ 
製品、サービスに関する環
境の配慮 (環境負荷物質
の管理) ムダを無くす 

〃 〃 

大 

桑 

事 

業 

所 

① 
廃棄物排出量の削減 

（廃棄物、廃液排出量削減） 

第一製造部門、第二製造部門 

生産管理部門、品質管理部門 

下澤課長、藤懸課長 

田中工場長、清水部長 

② 
水の排水量の 

（ムダを無くす）

〃 〃 

③ 
二酸化炭素排出量の削減 

（ムダを無くす）

〃 〃 

④ 
化学物質使用量の削減 

（ムダを無くす）

 〃  〃 

⑤ 
グリーン購入 

（エコ製品の購入量）

 〃  〃 

⑥ 

製品、サービスに関する環

境の配慮 (環境負荷物質

の管理) ムダを無くす 

 〃  〃 

№ 項  目 原単位 基準年度 
（合計実績） 

2022 年度 2023 年度 
（2022 年基準値）

2024 年度 
（2022 年基準値）

① 
廃棄物排出量 

ｔ ／ 
億円

（加工高） 

2021 年度 

実績 
（本社、町田、大桑） 

合計 29.32 

目標 28.73 
（2％減） 

目標 24.35 
（2％減） 

目標 23.86 
（4％減） 

実績 24.85 
 (14％減) 

 実績  実績 

② 水の排水量 t／ 
億円

（加工高） 

2021 年度 

実績 
（本社、町田、大桑） 

合計 1,590 

目標 1,558 
(2％減) 

目標 24,67 
（2％減） 

目標 2,416 
（4％減） 

実績 2,517 
(62％増) 

実績 実績 

③ 

二酸化炭素排出量 

＜排出係数＞ 
本社、町田 0.485 

(Kg-CO2/kWh) 
（2021 年係数） 

大桑 0.449 
(Kg-CO2/kWh) 

（2021 年係数） 

Kg-CO2 
/億円 

（加工高） 

2021 年度 
実績 
（本社、町田、大桑） 

合計
307,772 

目標 301,616 
(2％減) 

目標 267,605 
（2％減） 

目標 262,143 
(4％減) 

実績 273,066 

 (10％減) 

実績 実績 

排出量 

Kg-CO2 

※原単位
無し

2021 年度 
実績 
（本社、町田、大桑） 

合計
1,721,181 

目標 1,687,433 

(2％減) 

目標 1,503,349 

(2％減) 

目標 1,472,668 

(4％減) 

実績 1,590,234 
（10％減） 

実績 実績 

④ 
化学物質 
使用量 

t/億円 

（加工高） 

2021 年度 
実績 
（本社、町田、大桑） 

合計 8.28 

目標 8.12 
(2％減) 

目標 7.964 
(2％減) 

目標 7.8 
(4％減) 

実績 8.12 
 (0.1％減) 

実績 実績 
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＜環境目標と実績＞ 町田工場 2016 年より活動開始（値は本社、町田工場合算値） ＜担当部門及び責任者＞ 

環境経営目標の達成状況及び環境経営計画の実施状況 （全体）

＜担当部門及び責任者＞ 



5.環境経営目標の達成状況及び環境経営計画の実施状況及びその評価結果（本社、町田工場）5/18

×数値（累計）／取組活動：共に未達成

課 実績／結果　及び反省点 判定
実績／結果　

①製造・本社 藤原（重） ①高難度加工のNG発生率管理

②製造・町田 藤川 ②不具合数出来高管理

③生産管理 藤原（隆） ③先行会議による仕掛数管理

　 　

評価と今後の方針

①ﾛｰﾚｯﾄ加工不良発生率98％減

②日当たり生産数＋出来高のモニタ表示

　 ③月一回の先行会議実施

　 　　 反省点

　 目標2％減に対し33％減で大幅に目標を達成した。定期不定期合わせた製造

打合せの効果が出てNG発生による廃棄品が減少している。

取り組みの見直しと次年度への取り組み

大きな規模の不具合が減少しているので、引き続き小さな規模の不具合にも

注意を払って品質向上を図りたい。
①製造・本社 藤原（重） ①バレル工程の時間削減による水使用量減 実績／結果　

　（デンソー向け　39-031-0734-00）

　

評価と今後の方針

①バレル工程8時間→6時間に短縮するテスト

　を実施し、25％の水使用削減に成功した

反省点
客先に対する品質をクリアして加工時間と水使用量の削減に成功した。ただし

滑りが悪くなり後工程に若干の影響が出たため、対策を模索中。

取り組みの見直しと次年度への取り組み

品質などへの影響を考慮しながら、類似品目への横展開を検討したい。

水の排水量の削減
（使用量）

2021年度実績
160ｔ／億

2022年度目標値

ﾊﾞﾚﾙ・洗浄工程見直し

2022年度目標
取組み計画

廃棄物排出量の削減

2021年度実績
1.85ｔ/億

不具合品削減

不具合品削減

仕掛数適正化

◎数値（累計）/取組み活動：ともに達成、　　　〇数値のみ達成、　　　△取組み活動のみ達成、

責任者 活動内容 ／評価（結果と今後の方針）目標設定手段
内容

◎ 

1.81ｔ/億
（2％減）

◎ 

156.8ｔ／億
（2％減）

2022年度目標値
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×数値（累計）／取組活動：共に未達成

課 実績／結果　及び反省点 判定
①営業 中上 ①客先打合せや社内生産会議のリモート化 実績／結果
②製造・町田 藤川 ②生産性の高い作業者のルーチン標準化
③生産管理 藤原（隆） ③各部署の多能工化による負荷の平均化
④品質保証 新屋 ④NGが出ていない品目の検査簡略化検討
⑤経理 高林 ⑤LED照明導入の予算組み

評価と今後の方針

①大桑工場との定例リモート会議継続

②生産性の低い作業者の能力底上げ 反省点
③単純作業工程の共有化実現 目標2％減に対し18.8％減で目標を達成した。

④21-130-1215-30精度検査抜き取り変更 各部署の生産性UPの取り組みが効果を上げていると思われる。

⑤LED照明の順次導入

取り組みの見直しと次年度への取り組み

今後の電気代高止まりが予想されるため、生産性のUPと身の回りの節電を並行して

取り組んでいきたい。
①製造・本社 藤原（重） ①研磨機の研削液濃度を管理して削減する 実績/効果

評価と今後の方針

①研削液ミクロカットの使用量を5年間で1/3

　近くまで削減した。

反省点
目標2％に対して33.1％減となり目標を達成した。常用する薬液の濃度管理が

　 大きな影響を与えることを実感した。

　

取り組みの見直しと次年度への取り組み

　　 化学物質全般について横展開が可能かどうか、慎重に検証していきたい。

◎数値（累計）/取組み活動：ともに達成、　　　〇数値のみ達成、　　　△取組み活動のみ達成、

目標設定手段
責任者

内容
活動内容 ／評価（結果と今後の方針）

客先不具合流出防止

照明LED化

2022年度目標
取組み計画

二酸化炭素排出量

18,731Kg-CO2／億

打合せのリモート化

生産性向上

2021年度実績 残業休出削減

（2％減）

2022年度目標値

18,356Kg-CO2／億
（2％減）

 

化学物質使用量削 研削液濃度管理

◎ 

◎ 

2022年度目標値

0.249t／億

2021年度実績
0.254t／億
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×数値（累計）／取組活動：共に未達成　（◎3S手順完了、〇定期3S活動実施、×3S活動無）

課 実績／結果　及び反省点 判定
①経理 高林 エコ商品の購入 実績／結果　
②営業 藤原 　　　　　目標　エコ製品　   140件購入
③資材 藤原（隆） 　　　　　実績　エコ製品    　89件購入

評価と今後の方針、反省点 取り組みの見直しと次年度への取り組み　
エコ商品のバリエーションは頭打ちになっている 本年度は購入品の件数自体が削減傾向となり、エコ商品の購入

　 　 件数自体は減少した。
①改善委員会 社長 実績／結果

藤原隆 ・事務所の改善活動のとりまとめ 　　　　　改善目標　件数      50件/年（本社）　50件/年（町田）
安藤 ・品質保証部門の改善活動とりまとめ 　
佐藤力 ・検査作業員の改善活動とりまとめ   　　　　改善件数　   （本社）　72件　　（町田）　60件
夏井 ・製造部門の改善活動とりまとめ 　

　
反省点

改善の完了件数は昨年より減少しているが、継続案件が増えて内容としては

充実の傾向にあると感じられる。

評価と今後の方針 　

社長指導により、継続活動と並行して新しい 　

改善案件を実行している 取り組みの見直しと次年度への取り組み　

また改善効果を数値化できる案件が少ないので、費用対効果が
算出できる具体的な改善活動を増やしていきたい

３Ｓ活 ①3S委員会 新野 ①月一回の3S改善会議実施 実績／結果

（整理、整頓、清掃） 中上 ②事務所の机上整理推進 月一回の3S会議実施と進捗管理のとりまとめ継続中
夏井 ③現場加工機械の清掃・点検活動

柿沼 ④研削液、洗浄液、ﾊﾞﾚﾙﾁｯﾌﾟなどの削減管理

安藤 ⑤社内3S項目のとりまとめ・進捗管理

　
反省点

評価と今後の方針 3S活動と改善活動の重複した内容が出てくることも多くなってきた。
①毎月第一水曜日の会議実施継続

②事務所に新たな棚の設置

③砥石交換時の機械清掃の実施 　
④ミクロカット・アンチラストの使用量削減 取り組みの見直しと次年度への取り組み　

継続している活動の点検と新たな3S活動項目を考える必要がある。

◎数値（累計）/取組み活動：ともに達成、　　　〇数値のみ達成、　　　△取組み活動のみ達成、

グリーン購入推進

2022年度目標
取組み計画

活動内容 ／評価（結果と今後の方針）

グリーン購入推進

責任者
内容

グリーン購入推進

131件

製品、サービスに関 改善活動継続実施

グリーン購入

目標設定手段

2022年度目標値

2021年度実績

140件
　

する環境配慮
2021年度実績

2022年度目標値
74件

3S活動継続実施

△

◎　

100件
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×数値（累計）／取組活動：共に未達成

課 実績／結果　及び反省点 判定
実績／結果　

①製造・本社 藤原（重） 計画中

②製造・町田 藤川 計画中

③生産管理 藤原（隆） 計画中

　 　

 

評価と今後の方針

　

　 　　 反省点

　

取り組みの見直しと次年度への取り組み

①製造・本社 藤原（重） 計画中 実績／結果　

　

 

評価と今後の方針

反省点

取り組みの見直しと次年度への取り組み

112.7ｔ／億
（2％減）

2023年度目標値
1.21ｔ/億
（2％減）

◎数値（累計）/取組み活動：ともに達成、　　　〇数値のみ達成、　　　△取組み活動のみ達成、

責任者 活動内容 ／評価（結果と今後の方針）目標設定手段
内容

2023年度目標
取組み計画

廃棄物排出量の削減

2022年度実績
1.24ｔ/億

不具合品削減

不具合品削減

仕掛数適正化

水の排水量の削減
（使用量）

2022年度実績
115.0ｔ／億

2023年度目標値

ﾊﾞﾚﾙ・洗浄工程見直し
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×数値（累計）／取組活動：共に未達成

課 実績／結果　及び反省点 判定
①製造・町田 藤川 計画中 実績／結果
②生産管理 藤原（隆） 計画中
③品質保証 新屋 計画中
④経理 高林 計画中

 
 

評価と今後の方針

反省点

取り組みの見直しと次年度への取り組み

①製造・本社 藤原（重） 計画中 実績/効果
②製造・本社 藤原（重） 計画中

 
評価と今後の方針

反省点

　

　

取り組みの見直しと次年度への取り組み

　　

2023年度目標値

0.166t／億

2022年度実績
0.170t／億

2023年度目標値

14,910Kg-CO2／億
（2％減）

 

新しい研削液テスト
化学物質使用量削 洗浄液・防錆剤削減

（2％減）

2023年度目標
取組み計画

二酸化炭素排出量

15,214Kg-CO2／億

生産性向上

2022年度実績

残業休出削減

◎数値（累計）/取組み活動：ともに達成、　　　〇数値のみ達成、　　　△取組み活動のみ達成、

目標設定手段
責任者

内容
活動内容 ／評価（結果と今後の方針）

客先不具合流出防止

照明LED化
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×数値（累計）／取組活動：共に未達成　（◎3S手順完了、〇定期3S活動実施、×3S活動無）

課 実績／結果　及び反省点 判定
①経理 高林 エコ商品の購入 実績／結果　
②営業 藤原(重） 　　　　　目標　エコ製品　  100件購入
③資材 藤原（隆） 　　　　　実績　エコ製品     

評価と今後の方針、反省点 取り組みの見直しと次年度への取り組み　

　 　 　
①改善委員会 社長 計画中 実績／結果

藤原（重） 計画中 　　　　　改善目標　件数      80件/年（本社）　60件/年（町田） 　
藤川 計画中 　
新屋 計画中   　　　　改善件数　        0件/年　　　  
藤原（隆） 計画中 　
夏井 計画中 　
安藤 計画中 反省点

評価と今後の方針 　

　

取り組みの見直しと次年度への取り組み　

３Ｓ活 ①3S委員会 新野 3S改善会議実施 実績／結果

（整理、整頓、清掃） 中上

夏井

柿沼  
安藤

藤原隆 　
反省点

評価と今後の方針

　
取り組みの見直しと次年度への取り組み　

提案120件
 完了80件

　

3S活動継続実施

72件

する環境配慮
2022年度実績

2023年度目標値

製品、サービスに関 改善活動継続実施

グリーン購入

目標設定手段

2023年度目標値

2022年度実績

100件

◎数値（累計）/取組み活動：ともに達成、　　　〇数値のみ達成、　　　△取組み活動のみ達成、

グリーン購入推進

2023年度目標
取組み計画

活動内容 ／評価（結果と今後の方針）

グリーン購入推進

責任者
内容

グリーン購入推進

89件
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×数値（累計）／取組活動：共に未達成

課 実績／結果　及び反省点 判定
第一製造 原主任 端面ヒキメ残り発生防止背面前挽きホルダーに変更 実績／結果　
第一製造 上小路 刃具メーカー変更

第二製造 中谷 リニアガイド交換により効率アップ　研削汚泥減

品質管理 武藤 検査成績書を入れる茶封筒廃止

生産管理 長岡 3箇所3毎のゴミ袋を1枚で収集に切り替えた

生産管理 宮下 本社から送られてくる袋を再利用する

　 　 生産管理 黒田 本社との通い箱のフタ段ボール→プラダンに変更

第一製造 田中 ドリルメーカー変更

第一製造 田中 ドリルメーカー変更 ◎

　 評価と今後の方針
第一製造 原主任 端面ヒキメ残り減となり不良率が10%減となった

第一製造 上小路 交換時期１回/8,000個→１回/9,000個（使用増）

第二製造 中谷 年間60時間短縮

品質管理 武藤 茶封筒代3,720円/年減 反省点
生産管理 長岡 ゴミ袋3枚→1枚 第二製造加工現場からの、改善が少ない

生産管理 宮下 ゴミ袋が大きいため回収回数減　6,720円/年　減

生産管理 黒田 400枚交換永久的に使用可能60,000円/年減 取り組みの見直しと次年度への取り組み
第一製造 田中 交換時期１回/3,250個→１回/3,330個（使用増） 加工現場からの、改善をさらにアップする

第一製造 上小路 年96本使用→58本使用に減

実績／結果　
第一製造 全員 手洗い、洗濯機、トイレの水節水について啓蒙

　 第二製造 野崎 センターレス複数人で立上げ実施

第二製造 菅野 排水処理放流水管理表作成し、排水管理実施

品質管理 全員 手洗い、洗濯機、トイレの水節水について啓蒙

生産管理 全員 手洗い、洗濯機、トイレの水節水について啓蒙 ×

評価と今後の方針
第一製造 全員 節水実施

第二製造 野崎 30分短縮により、加工効率up水使用量減

第二製造 菅野 停止解消により、排水処理12時間/年減

品質管理 全員 節水実施 反省点
生産管理 全員 節水実施 バレル加工量増により、バレル廃水処理装置設置（2022年8月25日）塩素＋セラミックを

水で薄めるため、水使用量が年間67％アップしました。

取り組みの見直しと次年度への取り組み

バレル排水処理装置の水使用量減について、装置メーカーへ相談し削減する

④節水

⑤節水

⑤節水

①節水

②立上げ時間短縮

2022年度目標
取組み計画

廃棄物排出量の削

2021年度実績
27.47ｔ/億

③排水管理

⑦廃棄品減

⑧ドリル寿命改善

⑨ドリル寿命改善

水の排水量の削減

①不具合品削減

②刃具寿命改善

③生産性アップ

④ペーパーレス

◎数値（累計）/取組み活動：ともに達成、　　　〇数値のみ達成、　　　△取組み活動のみ達成、

責任者 活動内容 ／評価（結果と今後の方針）目標設定手段
内容

⑤ゴミ袋削減

⑥ゴミ袋削減

⑤ゴミ袋削減

26.92ｔ/億 ⑨ドリル寿命改善

　

①不具合品削減

②刃具寿命改善

⑧ドリル寿命改善

③生産性アップ

⑦廃棄品減

①節水

②立上げ時間短縮

③排水管理

④節水

④ペーパーレス

（2％減）

1,401ｔ／億
（2％減）

⑥ゴミ袋削減

2022年度目標値

（使用量）

2021年度実績
1,430ｔ／億

2022年度目標値
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×数値（累計）／取組活動：共に未達成

課 実績／結果　及び反省点 判定
第一製造 原主任 33-182-0414-11ｻｲｸﾙ短縮による電力使用量減 実績／結果
第一製造 原主任 50-072-0450-11ｻｲｸﾙ短縮による電力使用量減

第一製造 田中主
任

50-100-0620-30ｻｲｸﾙ短縮による電力使用量減

第一製造 東 73-077-0150-31ｻｲｸﾙ短縮による電力使用量減

第二製造 藤懸 研削盤モーターを小型モーターへ交換済み４台

第二製造 野崎 センターレス複数人で立上げ実施  
第二製造 黒田 段取り手順見直し  
第二製造 トリオ トップレールを外し、チョコ停解消

◎

評価と今後の方針
第一製造 原主任 交換時期１回/8,000個→１回/9,000個（使用増）

第一製造 原主任 生産量増　年間加工費480万円UP 反省点
第一製造 田中主

任
生産量増  注文数に対し80日→54日で加工完了 製造現場における改善の効果が出た

第一製造 東 生産量増  364個/日→400個/日加工

第二製造 藤懸 18.2Kw/月電力量減

第二製造 野崎 30分短縮により、加工効率up 取り組みの見直しと次年度への取り組み
第二製造 黒田 年72時間短縮　生産開始時間が早くなった生産量増 次年度も製造現場中心に改善を促進させる

第二製造 トリオ 年間9.6時間加工時間短縮

第二製造 森山 仕上バレル　NCOOL88の１ポット使用量減 実績/効果
第二製造 末松 Rバレル　NCOOL88の使用廃止

第二製造 森山 2Ｘ48.3仕上げバレル　SEC-W の１ポット使用量減

第二製造 末松 3.1X73.4仕上げバレル　SEC-W の１ポット使用量減

第二製造 森山 Rバレル　LC-513の１ポット使用量減

第二製造 末松 Rバレル　MK-30の1ポット使用量減  
評価と今後の方針 ◎

第二製造 森山 500CC→300CCへ減　60,000円/年減

第二製造 末松 1,560ℓ/ 年減　975,900円/年減

第二製造 森山 600CC→400CCへ減　494,400円/年減

第二製造 末松 600CC→400CCへ減　1,236,000円/年減

第二製造 森山 300CC→200CCへ減　247,680円/年減

第二製造 末松 400CC→200CCへ減　127,200円/年減 反省点
第二製造バレル工程における使用量減の効果が出た

　

　

取り組みの見直しと次年度への取り組み

　　

次年度他工程における化学物質使用量減を推進させる

②使用量減

③使用量減

④使用量減

⑤使用量減

⑥使用量減

（2％減） ①使用量減

⑤使用量減

⑥使用量減

◎数値（累計）/取組み活動：ともに達成、　　　〇数値のみ達成、　　　△取組み活動のみ達成、

目標設定手段
責任者

内容
活動内容 ／評価（結果と今後の方針）

③生産性アップ

④生産性アップ

⑤モーター小力化

⑥立上げ時間短縮

⑦段取り向上

2022年度目標
取組み計画

二酸化炭素排出量

289,041Kg-CO2／億

①生産性アップ

②生産性アップ

2021年度実績 ③生産性アップ

⑧チョコ停解消

①生産性アップ

②生産性アップ

③使用量減

④使用量減

⑧チョコ停解消

②使用量減
化学物質使用量削 ①使用量減

④生産性アップ

⑤モーター小力化

⑥立上げ時間短縮

⑦段取り向上

2022年度目標値

7.87t／億

2021年度実績
8.03t／億

2022年度目標値

283,260Kg-CO2／億
（2％減）
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×数値（累計）／取組活動：共に未達成　（◎3S手順完了、〇定期3S活動実施、×3S活動無）

課 実績／結果　及び反省点 判定
第一製造 下澤 ①エコ商品、再生品の購入 実績／結果　
第二製造 藤懸 　　　　　目標　エコ製品　   36件購入
品質管理 清水 　　　　　実績　エコ製品     　29件購入　　　（80％達成） △
生産管理 田中 評価と今後の方針、反省点 取り組みの見直しと次年度への取り組み　

購入時にカタログを見てグリーン購入を行う 継続実施
　 　 　
第一製造 舟島 オネジ抜き取り検査手動→電動ドリル使用 実績／結果
第一製造 舟島 メネジ抜き取り検査手動→電動ドリル使用 　　　　　改善目標　件数      146件/年 　
第二製造 奈良 内径測定位置決めにワッシャー→スペイサーへ変更 　
品質管理 野田 検査成績表の書式レイアウト変更   　　　　改善件数　   　　　　153件　/年　   　（108％達成） 　
品質管理 武藤 ﾌﾞｯｼﾝｸﾞ8台の仕掛管理を電卓で集計→パソコンで管理 　 　
生産管理 和合 面取り形状目視検査→検査機導入 　
生産管理 尾前 外観検査1人全ヶ所検査→複数人分散検査へ変更 反省点

生産管理 長岡 外観検査後に計量しながら箱詰め実施 改善件数は達成できましたが、改善工程が片寄っているため ◎
改善について、主任以上が各従業員への改善をフォローする

評価と今後の方針 　
第一製造 舟島 1.5時間/日→40分/日　216,000円/年減 　

第一製造 舟島 130分/日→70分/日　217,920円/年減 取り組みの見直しと次年度への取り組み　
第二製造 奈良 測定ミスによる不良50個→ゼロとなった。

品質管理 野田 寸法検査項目が2行追加できた １人/１件以上のどんな小さな改善でも取り上げ取り組む
品質管理 武藤 自動集計となり8,540円/年減

生産管理 和合 自動検査となりました

生産管理 尾前 検査効率UP検査漏れ減163,625円/年減

生産管理 計量が簡素化された。15,300円/年減

３Ｓ活 第一製造 舟島 図面を1ミリ毎に整理した 実績／結果

（整理、整頓、清掃） 第一製造 今井 トレーを設置して現品票を整理した 各工程３Ｓ改善が進んでいる
第二製造 森山 放電加工機補修部品を専用ボックスへ収納

パトロールチェック実施 品質管理 清水 精度検査室内のレイアウト変更  
品質管理 漆脇 専用ケースを設置して、サイズ別に整理実施

生産管理 黒田 １つのカゴへ収納

生産管理 振田 ケースに仕切りをしてサンプル整理実施 反省点
評価と今後の方針 ２回/月の3Sパトロールチェックにおいて

第一製造 舟島 図面が探しやすくなった 赤札が改善されていない工程が一部ある 〇
第一製造 今井 現品票が探しやすくなった

第二製造 森山 整理整頓ができた 　
品質管理 清水 整理整頓ができた 取り組みの見直しと次年度への取り組み　
品質管理 漆脇 整理整頓ができた。ゲージをパソコンで管理実施

生産管理 黒田 見えなかっうた在庫が把握できるようになった。 パトロールチェックでさらに、赤札改善、是正を進めていく
生産管理 振田 サンプルが取り出しやすくなった

 

年2件/1人

◎数値（累計）/取組み活動：ともに達成、　　　〇数値のみ達成、　　　△取組み活動のみ達成、

購入品

2022年度目標
取組み計画

活動内容 ／評価（結果と今後の方針）

購入品

責任者
内容

購入品

34件

製品、サービスに関 ①検査効率アップ

購入品

グリーン購入

目標設定手段

2022年度目標値

2021年度実績

35件

（73人）

②検査効率アップ

③測定方法改良

⑥目視検査改善

2021年度実績

2022年度目標値

②現品票置場整理

①図面整理

⑥備品整理

⑤ピンゲージ整理

⑦NGサンプル整理

④棚の移動

⑧計量方法改善

④棚の移動

　

①図面整理

③部品整理

①検査効率アップ

⑦外観検査方法改善

⑤仕掛管理

1回/2ヶ月

146件

（5％UP）

する環境配慮

④検査成績表改良

②検査効率アップ

③測定方法改良

141件 ④検査成績表改良

⑦NGサンプル整理

⑤仕掛管理

⑥目視検査改善

⑦外観検査方法改善

⑧計量方法改善

③部品整理

⑥備品整理

②現品票置場整理

⑤ピンゲージ整理
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×数値（累計）／取組活動：共に未達成

課 実績／結果　及び反省点 判定
第一製造 下澤 ①各メーカー調査実施 実績／結果　
第一製造 下澤 ②刃具寿命調査　グラフ化

第一製造 下澤 ③圧縮機検討

第二製造 藤懸 ④砥石検討

第二製造 藤懸 ⑤マグネットセパレーター設置

品質管理 清水 ⑦品質文書　電子文書化

　 　 生産管理 田中 ⑧包装資材見直し

生産管理 田中 ⑧包装資材見直し

 

評価と今後の方針

　

　 　　 反省点

　

取り組みの見直しと次年度への取り組み

第一製造 下澤 ①手洗いにおける節水 実績／結果　
第二製造 藤懸 ②浄化槽についてメーカー等での調査改善

　 第二製造 原 ③バレル洗浄方法の調査と処理方法改善

品質管理 清水 ④手洗い等の節水

生産管理 田中 ⑤手洗い等の節水

 

評価と今後の方針

反省点

取り組みの見直しと次年度への取り組み

水の排水量の削減
（使用量）

2022年度実績
2,402ｔ／億

2023年度目標値

①節水

②排水設備の見直
し③バレル洗浄方法見直
し④節水

⑤節水

⑧包装資材削減

2023年度目標
取組み計画

廃棄物排出量の削

2022年度実績
23.61ｔ/億

①切削油費軽減

②刃具類経費削減

③切削切粉処分

④砥石経費削減

◎数値（累計）/取組み活動：ともに達成、　　　〇数値のみ達成、　　　△取組み活動のみ達成、

責任者 活動内容 ／評価（結果と今後の方針）目標設定手段
内容

⑦包装資材削減

⑤スラッジ処理見直し

⑥ペーパーレス

23.1ｔ/億
（2％減）

2,353ｔ／億
（2％減）

2023年度目標値
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×数値（累計）／取組活動：共に未達成

課 実績／結果　及び反省点 判定
第一製造 下澤 ①メーカーと打ち合わせし、刃具類選定 実績／結果
第二製造 藤懸 ②メーカーと打ち合わせし、砥石の選定

品質管理 清水 ③社内不良発生防止、過去トラの確認と対策標準化

生産管理 田中 ④検査・計量品の包装方法、資材について改善実施

 
 

評価と今後の方針

反省点

取り組みの見直しと次年度への取り組み

第一製造 下澤 ①各メーカー調査実施 実績/効果
第二製造 藤懸 ②濃度調査と適切な濃度管理による標準化

第二製造 原 ③メーカーと打ち合わせし、添加剤の選定

第二製造 黒田 ④洗浄方法の見直し改善

全社 全員 ⑤廃油処理における再生の検討

 
評価と今後の方針

反省点

　

　

取り組みの見直しと次年度への取り組み

　　

◎数値（累計）/取組み活動：ともに達成、　　　〇数値のみ達成、　　　△取組み活動のみ達成、

目標設定手段
責任者

内容
活動内容 ／評価（結果と今後の方針）

④包装方法見直し

2023年度目標
取組み計画

二酸化炭素排出量

257,852Kg-CO2／億

①刃具類の見直し

②砥石の見直し

2022年度実績 ③不良削減

（2％減）

252,694Kg-CO2／億
（2％減）

 

②研削液濃度
化学物質使用量削 ①切削油費軽減

③バレル添加剤削減

④洗浄油の使用方
法⑤廃油の再生

2023年度目標値

6.15t／億

2022年度実績
6.28t／億

2023年度目標値
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×数値（累計）／取組活動：共に未達成　（◎3S手順完了、〇定期3S活動実施、×3S活動無）

課 実績／結果　及び反省点 判定
第一製造 下澤 ①エコ製品の購入 実績／結果　
第二製造 藤懸 　　エコ製品の調査と開示により購入を促進する 　　　　　目標　エコ製品　   44件購入
品質管理 清水 　　　　　実績　エコ製品     　件購入  
生産管理 田中 評価と今後の方針、反省点 取り組みの見直しと次年度への取り組み　

　 　 　
第一製造 下澤 ①メーカーと打ち合わせし、刃具類選定 実績／結果
第二製造 藤懸 ②メーカーと打ち合わせし、砥石の選定 　　　　　改善目標　件数      162件/年 　
品質管理 清水 ③社内不良発生防止、過去トラの確認と対策標準化 　
生産管理 田中 ④納期遅れ品の調査と遅れ品の遅れ対策実施   　　　　改善件数　       

　 　
　
反省点

評価と今後の方針 　

　

取り組みの見直しと次年度への取り組み　

３Ｓ活 下澤 ①パトロールチェックの結果の対策及び部署内での実績／結果

（整理、整頓、清掃） 藤懸 改善実施 　　　　　　　　　パトロルチェック実施
清水

パトロールチェック実施 田中  

反省点
評価と今後の方針

　
取り組みの見直しと次年度への取り組み　

◎数値（累計）/取組み活動：ともに達成、　　　〇数値のみ達成、　　　△取組み活動のみ達成、

〃

2023年度目標
取組み計画

活動内容 ／評価（結果と今後の方針）

〃

責任者
内容

①エコ製品の購入

29件

製品、サービスに関 ①刃具類の見直し

〃

グリーン購入

目標設定手段

2023年度目標値

2022年度実績

44件

年2件/1人
（81人）

②砥石の見直し

③不良削減2022年度実績

2023年度目標値

〃

〃

　

①棚、机上整理整頓

〃1回/2ヶ月

162件

（5％UP）

する環境配慮

141件 ④納期遅れ減



                                          

9．環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

 当社に適用される環境関連法規は、下記の通りです。 

  環境関連法規への遵守状況のチェック表  （全体）                                                                       

分類 名称 該当要求事項 対象施設・項目 違反事項 

水質 ・下水道法 
・水質汚濁防止法 
・浄化槽法 

・特定施設の届出 
・排水基準の遵守 
・水質測定・記録 
・その他 

・酸、アルカリによる 
表面処理 

 
 無し 

廃棄物 廃棄物の処理及び 
清掃に関する法律 
 
 
 
 
フロン排出抑制法 
 

・産業廃棄物業者 
 の認定許可証の保管 
・産業廃棄物マニフェストの管理 
・産業廃棄物業者の処理状況 
 を現地確認、又は写真等にて入

手する（年／1 回） 
・第一種特定製品を四半期に一
回簡易点検を実施する 

・その他 

・金属くず 
・廃液 
・汚泥 
・廃プラスチック 
 
 
・記録 
 
・その他 

 
 
 無し 

水銀廃棄物による環境の

汚染防止に関する法律 

 

・産業廃棄物の保管等の表示 

・水銀廃棄物 

 蛍光管等 

 
 無し 

化学物質 毒物及び劇物取締法 
 

・盗難/漏洩防止 
・容器の表示 
・保管施設への表示 

・希硫酸 
・塩酸 

 
 無し 

PRTR 法 ・年 1 ㌧以上、従業員 25 名 
 以上、金属加工業の 3 つ 
 の条件を満たす場合 

   
無し 

消防法 
 
 
 

・危険物貯蔵所、取扱所 
 設置の届出 
・危険物取扱い監督者の 
 監督下での取り扱い 

・貯蔵所 
・ 第４類第２石油類 
・ 第４類第３石油類 
・ 第４類第４石油類 

 
 無し 

労働安全衛生法 ・特定化学物質の取扱い 
 の掲示  
・その他 

・液化アンモニア 
・コンパウンド（ＧＰＰ）  
・消石灰 

 
 無し 

循環型社会 循環型社会形成推進基
本法 

・グリーン購入の推進、 
・その他 

・事務用品  
 無し 

騒音、振動 騒音規制法 
振動規制法 

・届出 
・騒音、振動基準の厳守 

・空気圧縮機  
 無し 

その他 自動車リサイクル法 
 
工場立地法 
その他 

・車検又は買い替え時 
 リサイクル料の支払い 
・緑化 0.5％ 
・その他 

・社有車 
 
・報告等 

 
 無し 

（2023 年 3 月 31 日現在） 

             違反、訴訟の有無 

 

環境関連法規について、環境管理責任者が中心となり 

法規の遵守状況についてチェックを行い確認しました。 

その結果 大桑事業所は認証取得して以来 18 年間におい

て違反はない。 

同じく本社においても 認証取得して以来 12 年間、町田 

工場 6 年間、現在違反等の問題は無い。又 本社、町田工

場、大桑事業において関係行政機関、近隣住民、 

顧客からの指摘、苦情及び訴訟は 1 件もありません。 
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 10. 代表者による全体の取り組み状況の評価と見直し・指示の結果 

 ・環境経営方針  改訂なし 

 

 ・環境経営目標及び環境経営計画 

 

＜指示の結果＞  

改善できない事にチャレンジするについて、改善で困っていることもチャレンジ出来効果が 

得られた 

 

〔指示の結果〕 2022 年 改善件数 本社 72 件、町田工場 60 件、大桑事業所 153 件  

合計 285 件 
 

                                                 

＜評価＞ 
多くの改善結果が発表されました時間短縮、合理化無くしては協和工業無し、 
改善で QCD を行うことにより効果が表れます。 
 

＜見直し＞ 
  QCD 実践表の改善活動により、１回／毎月 確認すれば責任の所在がはっきりする。 
  各職場でミーティングを行い、やりにくいことについて、１人 1 人に聞き改善を考える事。 
  又、3S 及び多能工化を積極的に取り上げてほしい。 

                                                       以上                              
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